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外 国 語 科 学 習 指 導 案
指導者 広島市立○○中学校

教諭 T1 ○○ ○○
T2 ○○ ○○

１ 日時・場所 平成２２年１月○○日 （○）

２ 学年・学級 １年○組

３ 単 元 名 Multi Plus 2：わたしの一日，New Horizon English Course Book 1

４ 単元について
(1) 教材観
モデル文として彩の毎日の生活習慣が起床から就寝まで時間を追って表現されている。彩の

表現から発展し，周りの者と関わりを持ちながら，積極的に自己表現をすることができる４技
能統合型の教材である。生徒は自分の生活習慣を述べることを通して身近で日常頻繁に使われ
る表現に触れることができ，親しみをもって英語を使えるものと思われる。なお，本単元では，
既習言語材料である疑問詞 what や how，そして三人称単数現在形の動詞-s[es]の復習も行うこ
とができる。

(2) 生徒観
本学年は，生徒の大多数が「ひろしま型カリキュラム」に基づいて小学校から英語に親しみ，

学習してきているので，入学当初から英語に違和感をもつこともなく学習を進めることができ
ている。本クラスは男女の仲が良く，落ち着いており，学習に前向きに取り組む生徒が多い。
一方で，学習習慣がついておらず，学習全般に意欲をなくしかけている生徒もいる。そのため
英語学力の差が見え始め，特に書く活動においてばらつきが顕著である。現在，ティーム・テ
ィーチングを通して，どの生徒へもきめ細かな指導を行うように意識して取り組んでいる。

(3) 指導観
自分自身の一日の生活を考えさせたあと，生徒同士の対話において既習言語材料の疑問詞 what

や how を使用することを促し，幅のあるやりとりや自然な会話を目指したい。その際，教科書に未
掲載の表現を使うことも活動を活性化させる上で推奨したい。幸い生徒たちは小学校の時にコミ
ュニケーション活動に十分慣れ親しんでいるので，中学校では「この表現を用いなさい」
と指示するのではなく，自らが使える表現に気づき，それを用いて自分の気持ちや考えを
表現できるような指導方法の工夫を図りたい。自己表現ができるようになった後，友達の一
日の生活等について描写ができるような表現力を身につけることができるものと考える。第三者の
情報を述べることによって，事実を的確に述べる力や主語の人称変化に素早く正確に対応する力を
育てたい。また，生徒の課題である書く力の育成については，活動時間を十分に保障したり，
机間指導を丁寧に行ったりして，個別の支援を図っていきたいと考えている。

５ 単元の目標
○ 既習事項を活用して，一日の生活について適切に表現することができる。
○ 既習事項を活用して，一日の生活について正確に理解することができる。

６ 単元の指導計画（２時間）
(1) 第１時 … Multi Plus 2 モデル文の内容理解，自己表現作成・練習

※モデル文の内容を理解させると共に，それを参考に自分自身の表現を考
え，話すことができるように指導・支援を行う。

(2) 第２時 … Multi Plus 2 尋ね合わせ活動による表現の定着，まとめ(本 時）

※ What time ～?や How do you ～?，What do you ～?を用いて他者と一日につ
いて問答したり，第三者の情報を的確にまとめることができるように指導
・支援を行う。

７ 単元の評価規準
コミュニケーションへの 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての

関心・意欲・態度 知識・理解
○一日の生活について ○一日の生活につい ○一日の生活について ○一日の生活について
積極的に質疑応答して て適切に表現するこ 正確に理解することが の表現の仕方を知って
いる。 とができる。 できる。 いる。

８ 本時の授業について
(1) 目標
○ 既習事項を活用して，一日の生活について適切に表現することができる。
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(2) 指導方法の工夫
○ 音声を重視した小学校での学習指導を受けて，教室英語を日常的に使用したり，英語を

発話する場やグループ活動を取り入れたりすることにより，生徒が能動的に英語学習に取
り組める環境を整える。

○ 音声を重視した小学校での学習指導を受けて，フォニックスを用いることにより音声と
綴りの関係についての構造化を図る。

○ 体験活動を重視した小学校での学習指導を受けて，小学校時の活動を想起させる帰納的
導入・展開を図る。

○ 小学校での学習活動と同様に，生徒が自己の学習状況について振り返る場面を設ける。

(3) 本時の評価規準
評価規準（評価目標） 評価場面 具体の評価規準 努力を要する生

（方法） 徒への支援
十分満足できる おおむね満足できる (手立て)

（Ａ） （Ｂ）

＜コミュニケーションへ 行動観察 ・一日の生活につい ・一日の生活につい ・模範を示しなが
の関心・意欲・態度＞ て積極的に質疑応答 て質疑応答している。 ら 個 別 に 支 援 す
○一日の生活について積 している。 る。
極的に質疑応答してい
る。
＜表現の能力＞ 行動観察 ・一日の生活につい ・一日の生活につい ・模範を示しなが
○一日の生活について適 ワークシート て適切に話したり， て多少まちがいはあ ら 個 別 に 支 援 す
切に表現することができ 尋ねたりすることが っても話したり，尋 る。
る。 できる。 ねたりすることがで

きる。

(4) 本時の展開（５０分授業）
時 生徒の活動 教師の支援(★)・発問・指示(○） 評価 [評価方法]
間 Ｔ１ Ｔ２ 指導の留意点（※）

挨 拶 Good afternoon. Good afternoon.
How are you? ★大きな声で挨拶
How is the weather? を す る よ う に 促
What day is it? す。
What is the date?
What time is it now?

繰り返し学習の時間 ★大きな声で，正 ○音と文字の関係
５ 【ひろしま型カリキュラムに基 しい音を出すよう に気づくよう，大
分 づく小・中接続を意識したモジ 促す。 きな声で，はっき

ュール学習】 ★生徒の間をまわ りと何度も発音さ
りながら，必要に せる。発音しなが
応じて個別に支援 ら，ワークシート
する。 に書くように指示

する。
展 開（意欲づけ） Let's do the review. ★書けない生徒に

５ （Review) Do you remember 対して個別に支援
分 you r homework? する。

Please write down
"Your Day" in thirty
seconds .

導 入（学習課題の提示）Today I'll show you the video. In the video
・Watching the Video we'll have a special guest, you know. Please

watch it very carefully and take notes on
your sheet.
(Script)
T1 : Hello, Mr.○○ . ※ビデオを見ながら，本

10 Special T : Hello, Ms. ○○ , and hello, 時のねらいに気づくよう
everyone. 促す。

T1 : How are you today?
分 Special T : So-so, thank you.

T1: Now we're studying about "My Day"in
the textbook. Today I'd like to check
"Mr. ○○ 's day." You are popular ※ T2 は生徒たちの間を

with my class. Please answer some まわり，必要に応じて個
questions. 別に支援する。
Special T : Sure.
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T1 : What time do you get up?
What time do you leave home?
How do you come to school?
What time do you get to school?
What do you do after school?
What do you usually do before dinner?
What time do you go to bed?

* Special T answers each quesiton.

T1 : Thank you, Mr.○○ . You gave us
useful information.

Special T : You're welcome. I enjoyed it.
Study hard, everyone!! Bye.

・Comprehension Check ○ビデオの内容を ★理解の不十分な
確認しながら，本 生徒を個別に支援
時のターゲットを する。
簡潔に説明する。

展 開
（音声による繰り返し練習） ★次のインタビュ ○ カ ー ド を 提 示
・Pattern Practice ー活動で自信を持 し，インタビュー

てるよう支援する。の練習をさせる。
15

・Communication Activity ○コミュニケーシ 関
インタビュー ョン活動のタスク ・一日の生活について積

分 を与える。(ワーク 極的に質疑応答してい
シート) る。 [行動観察]
○前時で自己表現
は練習させている 表
ので，答えるとき ★ T1 とのデモン ・一日の生活について適
には相手の顔をし ス ト レ ー シ ョ ン 切に表現することができ
っかり見ながら， 後，生徒の間をま る。[行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ]
答えられるよう指 わり，しっかりと
示をする。 インタビューがで
Now let's start the きるよう必要に応
interview. Make じて個別に支援す ※尋ねる時，答える時は
pairs. First let's do る。 相手の顔を見て行うよう
janken.Winners ask に促す。
quest ions. Losers
answer. Watch us.

まとめ（振り返り） ○導入で用いたビ
・Report デオ内容を基に， ★生徒の間をまわ

レポートの例を提 りながら，人称変
15 示する。 化に伴う動詞の変

I wrote about "Mr. ○ 化を認識して書い
分 ○ 's day." ているか確認し，

必要に応じて個別
Nex t you r tu rn . に支援する。
Please write a report
of your partner.
Make groups.
○インタビュー結
果をまとめさせ， ★まとめの報告が
班内で報告させる。十分に行われてい
★ T1 は，生徒の る グ ル ー プ に は
間をまわりながら 「コミュニケーシ
必要に応じて個別 ョンシール」を渡
に支援する。 して賞賛する。

挨 拶 ○英語で挨拶すると共に，次時の提示
をする。
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Work Sheet

４５ ○ ○ の 一 日 友達の一日を探ろう！ Multi Plus 2

わたしの一日

I get up〔 〕〔 〕.
I leave home 〔 〕〔 〕.
I walk to school. / I come to school〔 〕〔 〕.
I get to school 〔 〕〔 〕.
We have lunch 〔 〕〔 〕.
I 〔 〕after school.
I usually〔 〕before dinner.
I go to bed 〔 〕〔 〕.

Mr.○○の一日

( )(time)do you get up? I get up at〔 〕 .
( )(time)do you leave home? I leave home at〔 〕.
( )do you come to school? I come to school by〔 〕.
( )(time) do you get to school? I get to school at〔 〕.
(What )do you do after school? I〔 〕after school.
(What ) do you usually do before I usually〔 〕 before
dinner? dinner.
( )(time) do you go to bed? I go to bed at〔 〕.

Ｌｅｔ’ｓ ｄｏ ｔｈｅ ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ！！

た ず ね 方

Hello, (Mr. / Ms. ).
I have some questions.

( )(time )do you get up?
( )(time)do you leave home?
( ) do you come to school?
( )(time)do you get to school?
( What ) do you do after school?
( What ) do you usually do before
dinner?

( )(time) do you go to bed?

Oh, I see. Thank you.
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My partner's ( ) information

get up at leave home at

walk to school / come to school by

get to school at

after school

usually before dinner

go to bed at

Report

My partner is ( ).

〔He / She 〕gets up at ( ).

〔He / She 〕 leaves home at ( ).

〔He / She 〕walks to school / 〔He / She 〕comes to school

by( ).

〔He / She 〕( )

after school.

〔He / She 〕usually ( )

before dinner.

〔He / She 〕goes to bed at ( ).

Ｃｌａｓｓ（ ）Ｎｏ．（ ） Ｎａｍｅ（ ）


